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２０１３年4月10日
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2013年2月期実績

実績数値
売上比

（％）

前年比

（％）
前年差

売上高 248,876 100.0 113.2 +29,078

売上総利益 30,227 12.1 105.5 +1,596

営業利益 13,901 5.6 101.0 +138

経常利益 13,892 5.6 100.8 +108

当期純利益 7,509 3.0 108.6 +596

１．売上高は３期連続増収 前年比１１３．２％

２．営業・経常・当期純利益は９期連続増益
単位：百万円

過去最高益を達成

業績について

4
年間配当金 40円⇒46円へ増配



Copyright  ©2012 ÆON DELIGHT Co., Ltd. All Rights Reserved.
×

セグメント別評価（売上高）

2013年2月期実績 2012年2月期

売上高
構成比

（％）

前年比

（％）
売上高

構成比

（％）

設備管理事業 42,050 16.9 99.8 42,147 19.2

清掃事業 40,519 16.3 101.7 39,852 18.1

警備事業 31,805 12.8 98.7 32,235 14.7

建設施工事業 53,071 21.3 186.1 28,513 13.0

資材関連事業 39,284 15.8 107.0 36,730 16.7

自動販売機事業 31,200 12.5 96.7 32,280 14.7

サポート事業 10,823 4.3 135.6 7,980 3.6

単位：百万円

建設施工事業、前年比１８６．1％

サポート事業、前年比１３５．６％
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2012年2月期

2013年2月期

建設施工
13.0％

建設施工
21.3％
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① 環境事業の更なる推進
ＬＥＤ拡販、ＢＥＭＳアグリゲータに採択、独自の環境商材やＥＶ充電器の開発

② 中国・アセアンにおける総合ＦＭＳ事業の拡大
（中国） エリア戦略の推進による事業拡大・・・新会社設立（天津、蘇州）
（アセアン） マレーシア 2012年12月事業開始

ベトナム 2013年 1月事業開始

③ Ｍ&Ａによる新規サービス拡充
（ＢＰＯ事業構築に向けて）
2012年10月 ㈱ジェネラル・サービシーズ（ＧＳＩ）子会社化
2012年10月 中国（杭州）に営業拠点となる新会社設立

（ＢＴＭ分野強化へ向けて）
2012年10月 イオンコンパス㈱子会社化

④ ＢtoＢtoＣ市場への参入
（マンション管理）
2012年12月 Ａライフサポート㈱新会社設立

2013年2月期の主な活動について

6
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単位：百万円

2013年
2月28日

2012年
２月29日

増減額
2013年
2月28日

2012年
２月29日

増減額

流動資産 79,323 72,486 6,836 流動負債 34,955 33,643 1,312

固定資産 21,375 20,322 1,052 固定負債 1,195 983 212

有形固定資産 3,796 3,773 22
負債合計 36,151 34,626 1,525

無形固定資産 12,321 12.272 49

純資産合計 64,547 58,182 6,364投資等 5,257 4,276 980

資産合計 100,699 92,809 7,889 負債・純資産合計 100,699 92,809 7,889

7

連結貸借対照表
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2013年2月期 2012年2月期

営業活動によるキャッシュ・フロー ▲4,358 9,639

投資活動によるキャッシュ・フロー 7,086 ▲10,051

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲2,257 ▲2,722

現金及び現金同等物の増減額 497 ▲3,137

現金及び現金同等物の期首残高 9,179 12,317

現金及び現金同等物の期末残高 9,676 9,179

単位：百万円

営業活動ＣＦ

税引前当期純利益

関係会社消費寄託金
の寄託と返還

配当金支払

投資活動ＣＦ

財務活動ＣＦ

売上債権

仕入債務

単位：百万円

8

連結キャッシュ・フロー計算書

13,920

▲12,612

▲1,116

9,500

▲2,256

●営業ＣＦのマイナスはＬＥＤ工事に伴う売上債権の増加の影響
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売上高
（単位：億円）

■売上高 ■営業利益 －営業利益率

過去からの業績推移（売上高・営業利益・営業利益率）

営業利益
（単位：億円）

営業利益率

増収増益＆利益率改善

10
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各事業の構造改革を推進

国内外で省エネビジネスを拡大

新たなサービスの登場による市場の変化

競争優位性を発揮し、収益を向上させるため

環境負荷低減に対する意識の高まりと

事業機会の拡大

現場で培われたナレッジ・ノウハウを生かし、

事業を取り巻く環境の変化

11
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（1） 原価低減への取り組み

（２） 事業の構造改革に向けた取り組み

１. エリア管理の導入

２. 商材の開発 ～清掃事業の取り組み～

（３） ＩＴ化、業務改革の推進

（４） 省エネビジネスの拡大

１. 国内での省エネ展開

２. アジアでの省エネ展開

（５） アジアでの市場創造

２０１４年２月期の主な取り組み

12
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（1） 原価低減への取り組み

（施策例）

清掃事業

・直営物件の原価改善、協力会社のネットワーク再構築

資材関連事業

・資材の集約・海外調達の推進、物流コストの削減

自販機事業

・オペレーションの見直し

原価低減額 １２億円

13

Copyright  ©2012 ÆON DELIGHT Co., Ltd. All Rights Reserved.
×

（２）-１ エリア管理の導入

常駐管理（個別管理）から遠隔監視（エリア管理）へ

14

ＢＥＭＳ機器の導入

クラウド

ＥＳＣＯ事業の展開
人財の効率配置

省エネ、管理コスト削減を実現食品設備の一元管理
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（２）-２ 商材の開発

川下から川上へ ～環境商材の開発～

清掃事業の取り組み

① イオンディライトコート
・従来の樹脂ワックスに変わる水性コーティング剤
・有機溶剤を使用せず高光沢、剥離不要を実現
・ADハードコート（開発中）はバフ作業が不要

② トイレ革命
・循環式節水型樹脂製小便器

・排水時の水を約９０％節水

15

５００物件 売上高２．５億円

１５００台 売上高１．８億円

・製造時のＣＯ２削減

シミュレーション(1日使用人数５００人の駅の場合）

水道料金 年間約160,000円の削減
※上下水道５５０円/１０００㍑で試算

Copyright  ©2012 ÆON DELIGHT Co., Ltd. All Rights Reserved.
×

（３） ＩＴ化、業務改革の推進
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① 間接部門業務を標準化し、 (株)ＧＳＩへＢＰＯ

利益貢献目標 年間１億円

② ＩＴ化で事務所が不要 「どこでもオフィス」化を加速

③ 新たなワークフローによる「現場事務作業軽減」

総合ＦＭＳ提案の増加

前期、1日の平均顧客面談時間を ２.６h → ４.０h

ＣＳ向上により、解約率を改善

今期、営業部員の業務効率化を徹底
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再生可能エネルギーの普及、拡大

国の政策や社会の要請に寄与

② 太陽光発電システムによる売電

（４）-１ 国内での省エネ展開 省エネビジネスの拡大
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① ＢＥＭＳ導入 売上高２０億円

静岡県菊川市の遊休地を利用した

売電事業に参画

・ＳＰＣ（特別目的会社）に共同出資

配当＋周辺業務の受託により収益拡大
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中国・アセアンでＥＳＣＯ事業を拡大

ＥＳＣＯ事業を導入したイオン順徳ＳＣ（中国）

（４）-２ アジアでの省エネ展開 省エネビジネスの拡大

18

イオン順徳ＳＣでは、2012年10月より

ＥＳＣＯ事業を開始。年間１０％以上の

電気料金＋ＣＯ２排出量削減をコミット

中国では、現在１店舗から５店舗への導入を計画

（将来的には全店舗導入へ）

キャッシュフローの改善に貢献
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（５） アジアでの市場創造

① 中国

② アセアン

建物勃興によりビジネス機会が拡大

・ マレーシア、ベトナムで本格始動

③ グローカル営業の推進

・ タイで現地法人の設立を目指す

19

・ 地元有力企業との合弁によるエリア戦略を加速
（新たに山東省、湖北省、浙江省への展開を計画）

・ 受託件数 87物件（イオングループ外57物件）（2013年2月末現在）

成長性の高いエリアで市場を創造

・ 国内営業部隊との連携強化により、日系企業を取り込む

Copyright  ©2012 ÆON DELIGHT Co., Ltd. All Rights Reserved.
×20

２０１４年２月期の業績見通し

２０１４年２月期通期予想 2013年2月期実績

金 額
売上比

（％）

前年比

（％）

金 額
（実績）

売上比

（％）

売上高 260,000 100.0 104.5 248,876 100.0

営業利益 15,500 6.0 111.5 13,901 5.6

経常利益 15,500 6.0 111.6 13,892 5.6

当期純利益 8,300 3.2 110.5 7,509 3.0

単位：百万円

売上総利益率１ポイント以上回復
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株主還元

2004

年度

2005

年度

2006

年度

2007

年度

2008

年度

2009

年度

2010

年度

2011

年度

2012

年度

2013

年度

配当額 8.0円 9.0円 15.0円 17.5円 22.0円 27.0円 39.0円 40.0円 46.0円 48円

※当社は２００７年１２月１日付で１株につき２株の株式分割を行っております。200４年度期首に当該株式分割が行われたと

仮定した場合の配当金額です。

※2010年度の期末配当には、記念配当5.00円を含んでおります。

２００５年度以降９期連続の増配を目指します

8 9
15 17.5

22
27

34
40

46

24

5 24

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

配当金 記念配当 配当予想

中間

期末

Copyright  ©2012 ÆON DELIGHT Co., Ltd. All Rights Reserved.
×

§１ 2013年度 業績報告

§２ 2014年2月期 主な取り組み

目次

22

§３ 参考資料



Copyright  ©2012 ÆON DELIGHT Co., Ltd. All Rights Reserved.
×23

単位：百万円

2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

実績
前年比

（%）
実績

前年比
（%）

実績
前年比

（%）
実績

前年比
（%）

実績
前年比

（%）

売上高 55,749 99.3 54,665 98.1 62,323 114.0 111,170 178.4 137,519 123.7

営業利益 1,686 79.7 2,504 148.5 2,949 117.8 5,576 189.0 8,330 149.4

経常利益 1,697 80.5 2,511 147.9 2,953 117.6 5,485 185.7 8,186 149.2

当期純利益 148 13.1 860 580.6 1,324 153.8 2,998 226.4 4,379 146.1

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

実績
前年比

（%）
実績

前年比
（%）

実績
前年比

（%）
実績

前年比

（%）
実績

前年比

（%）

売上高 145,690 105.9 140,299 96.3 170,905 121.8 219,797 128.6 248,876 113.2

営業利益 9,946 119.4 9,970 100.2 12,031 120.7 13,762 114.4 13,901 101.0

経常利益 9,812 119.9 9,912 101.0 12,089 122.0 13,784 114.0 13,892 100.8

当期純利益 4,876 111.3 5,466 112.1 6,495 118.8 6,912 106.4 7,509 108.6

単位：百万円

損益推移
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大株主の状況および所有者区分（比率）
所有比率は発行済株式に対する比率です。

所有者区分（比率）

順位 株主名 所有株式数（千株） 所有比率（％）

１ イオンリテール株式会社 ２３,２６１ 42.94

２ イオン株式会社 ９,１０３ 16.81

３ 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） １,０３４ 1.91

４ イオンディライト取引先持株会 ７２２ 1.33

５ 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） ７１０ 1.31

６ ザ バンク オブ ニユーヨーク トリーテイー ジヤスデツク アカウント ６８８ 1.27

７ イオンディライト従業員持株会 ６７２ 1.24

８ 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） ６２３ 1.15

９ ノーザン トラスト カンパニー（エイブイエフシー）サブ アカウント ブリテイツシユクライアント ５９２ 1.09

１０ ジエーピーモルガンチエース ユーエス ペンシヨン トリーテイ ジヤスデツク ５７５ 1.06

データは２０１３年２月２８日現在

大株主の状況

証券会社

０.３３%

自己株式

３.１５%
金融機関
８.４３%

個人その他
１１．４４% その他の

法人

６３.０４%

外国法人
１３．５８%

株式数は千株未満を切り捨て、比率は小数第３位を四捨五入しております。

24



Copyright  ©2012 ÆON DELIGHT Co., Ltd. All Rights Reserved.
×25

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

ＥＰＳ（一株当り当期純利益） １３７.７９円 １４２.５６円 １３１.８１円 １４３.１５円

ＲＯＥ（自己資本当期純利益率） １８.９１％ １５.４７% １２.５５％ １２.４６％

ＲＯＡ（総資産当期純利益率） １１.１９％ ９.７５% ７.７９％ ７.７６％

売上高経常利益率 ７.０６％ ７.０７% ６.２７％ ５.５８％

売上高純利益率 ３.９０％ ３.８０% ３.１５％ ３.０２％

総資本回転率 ２.８７回 ２.５６回 ２.４８回 ２.５７回

自己資本比率 ６４.２２％ ６２.３２% ６１.９２％ ６２.６４％

１株当たり純資産 ７８７.８４円 １,００５.６２円 １,０９５.５９円 １,２０２.４２円

ＰＥＲ（株価収益率） ８.８３倍 １０.５７倍 １１.６２倍 １１.４６倍

ＰＢＲ（純資産倍率） １.５４倍 １.５０倍 １.４０倍 １.３６倍

（ご参考）期末株価 １,２１６円 １,５０７円 １,５３２円 １,６４１円

※数値は小数第３位を四捨五入しております。

経営指標

■この資料には、イオンディライトの将来についての計画や戦略、 業績に関する予想及び見通しの記

述が含まれています。
◇これらの記述は、過去の事実だけではなく、当社が現時点で把握可能な情報から判断した想定にもとづく見込みです。

そのため、実際の業績は見込みとは異なる可能性がありますので、ご承知置きください。

■資料中、特に注記がない場合を除き下記の方法により記載しております。

◇全て連結を対象として記載

◇記載金額は百万円未満を切り捨て

◇比率は小数点第２位を四捨五入

本日は、ご清聴頂きまして誠にありがとうございました。
ご意見・ご質問につきましては、下記にお願いいたします。

本日、ご説明した内容につきましては発表日当日（２０１3年２月２８日）に入手可能な情報に基づき作成したものであり、
今後の様々な要因により業績予測につきましては、変更する場合がございます。

Ｉ Ｒ担当連絡先 部署名：コーポレートコミュニケーション本部

責任者名： 高 橋(タカハシ)

TEL ０６－６２６０－５６３２

FAX ０６－６２６０－５６５３

又は、ホームページよりお問い合わせください。

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ａｅｏｎｄｅｌｉｇｈｔ．ｃｏ．ｊｐ

※FAX送信される方は、お名前とご返答用連絡先を必ずご記入ください。

イオンディライト株式会社
（証券コード：９７８７）
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